
資料1-4

第３期健康日本21あいち計画（案）　新旧対照表

番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

1 2 6,7
・・・基本方針（Ⅲ）の６分野で計66指標、基本方針（Ⅳ）にお
いては７指標と、合わせて全102指標（うち再掲４指標）とし
た。

・・・基本方針（Ⅲ）の６分野で計65指標、基本方針（Ⅳ）にお
いては７指標と、合わせて全101指標（うち再掲４指標）とし
た。

基本方針
Ⅲ喫煙の
指標が１
つ増加し
たため、
指標数を
修正（23
参照）

1 3 4
県民、行政、社会全体で取り組むべき具体的な目標を102指標
（うち再掲４指標）としています。

県民、行政、社会全体で取り組むべき具体的な目標を101指標
（うち再掲４指標）としています。

基本方針
Ⅲ喫煙の
指標が１
つ増加し
たため、
指標数を
修正（23
参照）

2 16
主な目標

一覧

基本方針（Ⅱ）疾病の発症予防及び重症化予防
　２　循環器病 　２　循環器病

　　　　　　　　　　　　　　　―

厚生労働
省「人口
動態統計
特殊報
告」が公
表された
ため、時
点修正

概要版

普及版

1



番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

3 17
主な目標

一覧

基本方針（Ⅲ）生活習慣の見直し
　１　栄養・食生活

　２　身体活動・運動

  １　栄養・食生活

　
  ２　身体活動・運動 時点修正

4 18
主な目標

一覧

基本方針（Ⅲ）生活習慣の見直し
　４　喫煙 　４　喫煙

厚生労働
省「人口
動態統計
特殊報
告」が公
表された
ため、時
点修正

2



番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

1 11 ③

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（2023年推計）」

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（2018年推計）」 国立社会

保障・人
口問題研
究所の人
口推計が
更新され
たため時
点修正

2 12 図３

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（2023年推計）」

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（2018年推計）」

国立社会
保障・人
口問題研
究所の人
口推計が
更新され
たため時
点修正

本冊
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番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

3 12 表１

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（2023年推計）」

国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
（2018年推計）」

国立社会
保障・人
口問題研
究所の人
口推計が
更新され
たため時
点修正

4 20
5
16
20

・・・基本方針（Ⅲ）の６分野で計66指標、基本方針（Ⅳ）にお
いては７指標で、合わせて全102指標（うち再掲４指標）です。

（表）
基本方針（Ⅲ）生活習慣の見直し　66（再掲1）
　　　　　　　　（分野）　喫煙　13

・・・基本方針（Ⅲ）の６分野で計65指標、基本方針（Ⅳ）にお
いては７指標で、合わせて全101指標（うち再掲４指標）です。

（表）
基本方針（Ⅲ）生活習慣の見直し　65（再掲1）
　　　　　　　　（分野）　喫煙　12

基本方針
Ⅲ喫煙の
指標が１
つ増加し
たため、
指標数を
修正

5 31
本県の取
組と役割
1つ目の○

○各世代の健康課題を把握し、市町村、学校、企業、医療保険
者、関係団体と連携した取組を進めていきます。（保健医療局）

○各世代の健康課題を把握し、市町村、企業、医療保険者、関係
団体と連携した取組を進めていきます。（保健医療局）

パブリッ
クコメン
トを反映
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番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

6 39
10

図１
図２

○脳血管疾患の年齢調整死亡率（人口10万対）は、男性87.6、女
性52.0となっています（図１）。また、虚血性心疾患の年齢調整
死亡率（人口10万対）は、男性60.5、女性26.0となっています
（図２）。

―

厚生労働
省「人口
動態統計
特殊報
告」が公
表された
ため、時
点修正
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番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

7 44
目標指標
（表）

目標指標（現状値、目標値、国の現状値）の追記
①脳血管疾患の年齢調整死亡率の減少
②虚血性心疾患の年齢調整死亡率の減少

【目標値の考え方】
①②・・・。目標値については、５％以上の減少とする。

　

　　　　　　　　　　　　　　―

【目標値の考え方】
①②・・・。目標値については、●％以上の減少とする。

厚生労働
省「人口
動態統計
特殊報
告」が公
表された
ため、時
点修正

8
60､
61

目標指標
（表）

目標指標の追記（現状値）
⑦１日当たりの食塩摂取量
⑧１日当たりの野菜摂取量
⑨１日当たりの果物摂取量

※1　現状値の国民健康・栄養調査（愛知県分）は、2018年及び
2019年の平均値です。（2020年及び2021年は国民健康・栄養調査
中止。）

時点修正

①

②

⑦

⑧

⑨

①

②

⑦

⑧

⑨
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番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

9 64 13

○・・・下回っています。また、生活習慣病の罹患のリスクの減
少に向け、座りすぎを避け、今よりも少しでも多く身体を動かす
ことを基本とし、立ち上がっての運動が難しい方でもじっとして
いる時間が長くなりすぎないよう、ライフスタイルや個人差に合
わせて継続的な身体活動を促す必要があります。

○・・・下回っています。厚生労働省の「健康づくりのための身
体活動指針2013」では、生活習慣病の罹患、生活機能の低下のリ
スクの減少に向け、「現在の身体活動を、少しでも増やす。例え
ば、今より毎日10分ずつ長く歩くようにする。」といった考え方
を示しており、一人一人のライフスタイルに合わせて継続的な身
体活動を促す必要があります。

厚生労働
省から
「健康づ
くりのた
めの身体
活動・運
動ガイド
2023」が
令和６年
１月19日
に公表さ
れたた
め、その
内容を参
考に修正

10 69
目標指標
（表）

目標指標（現状値）の追記
①１日の歩数（20～64歳）－男女
　１日の歩数（65歳以上）－男女

※1　現状値の国民健康・栄養調査（愛知県分）は、2018年及び
2019年の平均値です。（2020年及び2021年は国民健康・栄養調査
中止。）

― 時点修正

20～64歳

65歳以上

20～64歳

65歳以上
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番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

11 73 16

○適正な睡眠時間を習慣的に確保することに加え、睡眠による休
養が取れていることが、生活習慣病やうつ病などの発症を予防
し、健康維持に役立つと言われています。良い睡眠習慣の獲得の
ため、生活習慣や睡眠環境の改善等について普及啓発する必要が
あります。

○厚生労働省の「健康づくりのための睡眠指針2014」では、睡眠
時間などの客観的指標よりも睡眠による休養感といった主観的指
標の方が、こころの健康とより強く関連すると言われています。
引き続き満足の得られる睡眠習慣の獲得に向けて取り組む必要が
あります。

厚生労働
省から
「健康づ
くりのた
めの睡眠
ガイド
2023」が
令和６年
２月９日
に公表さ
れたた
め、その
内容を参
考に修正

12 74
1
4

○2022年度の愛知県の「ゆったりとした気分でこどもと接するこ
とができる母親」の割合は３、４か月児健診受診者で89.0％、１
歳６か月児健診受診者で82.2％、３歳児健診受診者で77.0％と
なっています（図２）。

○子育て中の養育者が精神的に安定してこどもと接することは、
こどものこころの安定にもつながることから、育児・子育て支援
のサポート体制の充実が必要です。

○2021年度の愛知県の「ゆったりとした気分でこどもと接するこ
とができる母親」の割合は３、４か月児健診受診者で88.7％、１
歳６か月児健診受診者で82.1％、３歳児健診受診者で76.9％と
なっています（図２）。

○子育て中の母親が精神的に安定してこどもと接することは、こ
どものこころの安定にもつながることから、育児・子育て支援の
サポート体制の充実が必要です。

時点修正

「乳幼児
に対する
健康診査
につい
て」の一
部改正に
合わせて
語句修正

13 78 8

○喫煙が健康へ与える影響や、誰もがなりうるニコチン依存のリ
スクを踏まえた教育・啓発が必要です。

○喫煙をやめたい人への禁煙支援の推進、受動喫煙防止対策など
の環境整備を進めることが必要です。

○喫煙リスクに関する教育・啓発や受動喫煙防止対策の推進な
ど、環境整備を進めることが必要です。

パブリッ
クコメン
トを反映
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番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

14 80
1

図4

○2020年の人口動態統計特殊報告によると、年齢調整死亡率（人
口10万対）は男性が20.6、女性が2.0となっており、男女ともに
減少傾向であり、全国と比べて低くなっています。（図４）

―

厚生労働
省「人口
動態統計
特殊報
告」が公
表された
ため、時
点修正

15 83
目標指標
（表）

目標指標（現状値、目標値、国の現状値）の追記
②ＣＯＰＤの年齢調整死亡率の減少（10万人対）

【目標値の考え方】
②5%以上の減少を目指す。

―

厚生労働
省「人口
動態統計
特殊報
告」が公
表された
ため、時
点修正

② ②
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番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

16 85 22

○生活習慣病のリスクを高める飲酒量（純アルコール摂取量）
「１日当たりの平均純アルコール摂取量が男性で40g以上、女性
で20g以上」
国内外の研究結果から、・・・わかっています。
一方、全死亡、・・・言われています。
なお、上記の目安は、飲酒量の上限としてここまでは飲んでも良
いというものではありません。飲酒量が少ないほど、飲酒による
健康へのリスクは少なくなるという報告もあり、飲酒量を出来る
限り少なくすることが大切です。

○生活習慣病のリスクを高める飲酒量（純アルコール摂取量）
「１日当たりの平均純アルコール摂取量が男性で40g以上、女性
で20g以上」
国内外の研究結果から、・・・わかっています。
一方、全死亡、・・・言われています。

1日当たり
40gまでな
らば飲酒
しても良
いと、誤
解がない
よう追記

17 89 3
○飲酒による健康影響について、様々な伝達方法を用いて正確な
情報の提供を行い、健康障害につながる不適切な飲酒の防止対策
を推進します。

○飲酒による健康影響について、様々な伝達方法を用いて正確な
情報の提供を行い、生活習慣病のリスクを高める飲酒の防止対策
を推進します。

1日当たり
40gまでな
らば飲酒
しても良
いと、誤
解がない
よう追記

18 90 10

○生涯にわたり歯・口腔の健康を保つには、歯を失う二大歯科疾
患であるむし歯と歯周病の予防が基本となります。愛知県では、
８０２０運動の発祥の地として全国に先駆け、「80歳になっても
20本の自分の歯を保とう」を目標に掲げ、歯科疾患の予防対策に
取組み、こどものむし歯の減少、８０２０達成者の増加などの成
果を上げています。引き続き、地域による特性や健康課題に応じ
た取組が必要です。

○生涯にわたり歯・口腔の健康を保つには、歯を失う二大歯科疾
患であるむし歯と歯周病の予防が基本となります。愛知県では、
８０２０運動の発祥の地として全国に先駆け、「80歳で20本以上
自分の歯を保つこと」を目標に掲げ、歯科疾患の予防対策に取組
み、こどものむし歯の減少、８０２０達成者の増加などの成果を
上げています。引き続き、地域による特性や健康課題に応じた取
組が必要です。

パブリッ
クコメン
トを反映

19 101 6
○個人の健康意識の向上や行動変容を促すアプローチの１つとし
て、保健医療分野においても進みつつある技術・サービス等を活
用した健康増進の取組について注視していきます。

―

DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ
ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰ
ｼｮﾝ)につ
いて追記
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番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

20 108 No.12～15

各年齢調整死亡率の現状値、目標値を追記

―

厚生労働
省「人口
動態統計
特殊報
告」が公
表された
ため、時
点修正

21 109 No.39～41 ― 時点修正

22 110 No.48～51

１日の歩数の現状値を追記

― 時点修正

11



番号 頁 行・項目 修正後（最終案） 修正前（原案） 修正理由等

23 111 No.70,71

ＣＯＰＤの年齢調整死亡率へ変更、現状値、目標値を追記

―

厚生労働
省「人口
動態統計
特殊報
告」が公
表された
ため、時
点修正

24
115
､

116

資料編
愛知県の健
康状況

高齢者人口の割合2035年推計値の修正

国立社会
保障・人
口問題研
究所の人
口推計が
更新され
たため時
点修正

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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